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右上　光のモニュメント「ＧＥＮ」
右下　日中イベント「踊・舞・響・乱」
左上　越前おおのおどり
左下　多くの人でにぎわう六間会場　
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限
り
あ
る
地
下
水
を
地
域
全
体
で
保
全
し
て
い
く

た
め
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
「
大
野
市
地
下
水
保

全
管
理
計
画
（
案
）」
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、
策

定
委
員
会
か
ら
市
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
十
六
日
ま
で
計
画
案
を
公
開
し
、
意
見

な
ど
を
募
集
中
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

 

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後

平
成
十
三
、
十
四
年
度

　
　

計
画
策
定
の
基
礎
デ
ー
タ
を
収
集
す

　

る
た
め
「
地
下
水
総
合
調
査
」
を
実
施

平
成
十
五
年
八
月

　
　

総
合
調
査
の
報
告
書
を
基
に
ま
と
め

　

た
「
大
野
市
の
地
下
水
」
を
全
戸
配
布

平
成
十
五
年
十
二
月
〜
十
七
年
八
月

　
　

計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
計
八

　

回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催

平
成
十
七
年
八
月
二
十
二
日

　
　

「
市
地
下
水
保
全
管
理
計
画
案
」
を

　

市
長
に
提
出

平
成
十
七
年
九
月

　
　

提
出
さ
れ
た
計
画
案
を
公
開
し
、
意

　

見
や
提
案
を
募
集
（
十
六
日
ま
で
）

平
成
十
七
年
十
二
月
末
（
予
定
）

　
　

意
見
な
ど
を
参
考
に
計
画
を
策
定

市長に計画案を提出する
　　　委員長の福原輝幸さん

「
持
続
的
な
地
下
水
の

　
　
　

保
全
と
利
用
の
調
和
」
目
指
し
て

〜
大
野
市
地
下
水
保
全
管
理
計
画（
案
）ま
と
ま
る
〜

命の水　  守ろう



　

今
回
の
計
画
案
で
は
、
地
下
水
の
保
全

目
標
を
具
体
的
に
数
値
化
。
た
だ
し
、
地

下
水
の
変
動
に
は
多
く
の
要
因
が
関
与

し
、
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に
相
当
な
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
三
段
階
に
分
け
た

目
標
設
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
目
標
達
成
に
向
け
た
施
策
の
実

施
や
検
討
、
保
全
活
動
に
つ
い
て
は
、
行

政
・
産
業
界
・
市
民
が
連
携
し
て
推
進
す

る
こ
と
や
、
市
が
行
う
保
全
対
策
に
必
要

な
財
源
は
、
市
民
に
負
担
協
力
を
求
め
る

「
受
益
者
負
担
の
原
則
」
に
つ
い
て
も
議

論
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
下
水
の
保
全
目
標
は
、水
位
の
深
さ
、

水
質
の
改
善
、
地
下
水
の
く
み
上
げ
に
よ

る
地
盤
沈
下
の
防
止
策
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、
短
期
・
中
期
・
最
終
の
三
段
階
に
分

け
て
設
定
。
最
終
的
な
保
全
目
標
水
位

は
、
観
測
井
か
ら
三
カ
所
を
抽
出
し
、
昭

和
五
十
年
代
の
水
位
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
基
準
と
な
る
観
測
井
と
最
終
の
保

全
目
標
水
位
は
、
名
水
百
選
に
も
選
ば
れ

て
市
の
観
光
拠
点
に
も
な
っ
て
い
る
「
御

清
水
」
で
一
・
二
㍍
、
市
街
地
南
部
に
位

置
し
、
過
去
に
大
規
模
な
井
戸
枯
れ
が
起

き
た
こ
と
も
あ
る
「
春
日
公
園
」
で
五
・
五 
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良
質
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
た
大
野
市
は
、

昔
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
地
下
水
を
利

用
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
名
水
百
選
に
も

選
ば
れ
た
「
御
清
水
」
な
ど
が
あ
る
大
野

盆
地
の
北
西
部
に
は
、
今
も
多
く
の
湧ゆ

う
す
い水

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
地
下
水
位
の
低
下
に

よ
る
井
戸
枯
れ
や
湧
水
の
枯
渇
、
水
質
汚

染
な
ど
の
問
題
が
発
生
。
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
用
で
き
る
状
態
に
維
持
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
平
成
十
三
年
度
と
十

四
年
度
の
二
カ
年
に
わ
た
っ
て
地
質
や
地

下
水
位
、
水
質
な
ど
の
調
査
や
、
地
下
水

の
流
入
・
流
出
量
を
科
学
的
に
検
証
す
る

「
地
下
水
総
合
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
し
て
十
五
年
十
二
月
、「
大
野
市
地
下

水
保
全
管
理
計
画
」
策
定
に
向
け
た
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
総
合
調
査
の
結
果
を
基

に
保
全
目
標
や
目
標
達
成
に
向
け
た
施
策

な
ど
を
八
回
に
わ
た
り
議
論
。
今
回
、
計

画
案
と
し
て
ま
と
め
、
市
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
提
出
さ
れ
た
計
画
案
で
は
、
市
の

地
下
水
を
次
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
ま
す
。

▼
地
下
水
は
地
域
特
有
の
地
質
、
自
然
の

　

水
循
環
と
人
為
的
な
水
循
環
の
巧
み
な

　

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

　

る
貴
重
な
水
資
源
で
あ
る
こ
と

▼
豊
富
な
地
下
水
も
決
し
て
無
限
に
あ
る

　

も
の
で
は
な
い
こ
と

▼
地
域
共
有
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
こ
と

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
下
水
の
保
全
対

策
は
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
、
基
本
理
念
を
次
の
と
お
り
定
め
て

い
ま
す
。

策
定
ま
で
の
経
緯

「
地
下
水
」
の
と
ら
え
方

計
画
案
の
概
要

 

保
全
目
標

基
本
理
念

 

持
続
的
な
地
下
水
の

　

 　
　

保
全
と
利
用
の
調
和

命の水　  守ろう



㍍
、
市
街
地
東
部
に
位
置
す

る
「
菖
蒲
池
」
で
七
・
○
㍍

で
す
。
こ
の
目
標
数
値
を
年

間
を
通
じ
て
維
持
す
る
こ
と
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義
景
公
園
で
の
継
続
的
な
計
測
や
地
盤

沈
下
を
監
視
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

２ 

水
量
の
保
全
施
策

　

農
地
や
森
林
な
ど
の
か
ん
養（
育
成
）

源
を
保
全
し
な
が
ら
、
水
田
た
ん
水
な

ど
の
か
ん
養
事
業
の
推
進
や
地
下
水
の

適
正
利
用
の
徹
底
、
か
ん
養
効
果
の
あ

る
人
工
か
ん
養
池
の
設
置
を
図
り
ま
す
。

３ 

水
質
の
保
全
施
策

　

有
害
化
学
物
質
に
よ
る
新
た
な
汚
染

を
防
止
し
な
が
ら
、
汚
染
が
確
認
さ
れ

た
地
域
の
浄
化
対
策
を
進
め
ま
す
。
新

た
な
汚
染
が
発
生
し
た
場
合
、
原
因
調

査
や
地
域
住
民
へ
の
周
知
な
ど
の
対
策

を
進
め
ま
す
。

４ 

地
盤
沈
下
の
防
止
施
策

　

乾
側
地
区
な
ど
、
地
盤
沈
下
の
兆
候

が
現
在
見
ら
れ
る
一
部
地
域
で
の
監
視

体
制
を
整
備
し
、
原
因
を
明
ら
か
に
し

ま
す
。
地
下
水
の
く
み
上
げ
に
よ
る
地

盤
沈
下
が
発
生
し
た
と
推
定
さ
れ
た
場

合
、速
や
か
に
防
止
策
を
実
施
し
ま
す
。

５ 

保
全
活
動
支
援
・
啓
発

　

市
で
行
っ
て
い
る
補
助
金
制
度
の
周

知
、
利
用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
各

種
媒
体
を
活
用
し
た
啓
発
や
地
下
水
情

報
板
の
作
成
な
ど
の
保
全
施
策
を
進
め

新堀清水を清掃する子供たち

観測井名 井戸深度 標　高 
（地盤高）

最終保全 
目標水位

御 清 水 観 測 井 15 171.67 1.2 

春日公園観測井 15 180.52 5.5 

菖蒲池(浅 )観測井 30 180.55 7.0 

  短期（平成17～21年度）   中期（平成22～31年度） 最　　終

地下水位の保全 ・各観測井の長期的な低下 
　傾向が止まること

・最終保全目標数値に近づ 
　くこと ・最終保全目標数値の達成

地下水質の保全

・有害化学物質による新た 
　な汚染の発生防止 
・すでに汚染された地下水 
　の水質改善

・有害化学物質による新た 
　な汚染の発生防止 
・すでに汚染された地下水 
　が、水道水の水質基準に 
　適合すること

・現状で良質な地下水は水 
　質を保持すること 
・汚染が改善された地下水 
　は、その水質が水道水の
　水質基準に適合した状態
　で維持すること

地盤沈下の防止

・観測体制の整備とその発 
　生状況や原因の解析 
・地下水のくみ上げによる 
　沈下が確認された場合の 
　防止策の検討

・地下水のくみ上げによる 
　地盤沈下の防止策の実施

・生活に支障をきたす、地 
　下水のくみ上げが原因の 
　地盤沈下の発生防止

保全目標の段階的達成（ここでいう「地下水位」は、地表面から地下水面までの深さを指す）

基準観測井の最終保全目標数値　　　 （単位はｍ）

 

目
標
達
成
に
向
け
た
各
種
施
策

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

水
質
の
保
全
目
標
に
つ
い
て
は
、
市
で

年
一
回
行
っ
て
い
る
地
下
水
質
調
査
で
、

水
道
法
で
規
定
す
る
飲
料
水
の
水
質
基
準

を
確
保
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。（
た

だ
し
自
然
的
要
因
を
除
く
）

　

保
全
目
標
達
成
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
取

り
組
む
べ
き
施
策
の
柱
を
次
の
六
項
目
に

ま
と
め
ま
し
た
。

１ 

地
下
水
状
況
な
ど
の
監
視

　

現
在
二
十
七
カ
所
あ
る
各
観
測
井
で

の
水
位
の
監
視
や
定
期
的
な
水
質
の
分

析
を
行
い
ま
す
。
真
名
川
よ
り
東
の
地

域
や
市
下
流
域
で
の
新
規
観
測
井
の
設

置
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
湧
水
量
を
把
握
す
る
た
め
、



ま
す
。
地
下
水
教
育
の
充
実
を
図
る
た

め
、
地
下
水
を
教
材
と
し
た
学
習
へ
の

協
力
を
進
め
な
が
ら
、
モ
デ
ル
校
や
モ

デ
ル
学
級
の
設
定
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

６ 
開
発
行
為
な
ど
に
対
す
る
指
針

　

地
下
水
の
重
要
な
か
ん
養
域
で
開
発

行
為
な
ど
を
行
う
場
合
、
特
別
な
配
慮

を
払
う
「
地
下
水
量
保
全
指
針
」
や
、

短
期
間
に
有
害
化
学
物
質
に
よ
る
汚
染

が
、
市
街
地
の
広
範
囲
に
拡
大
す
る
恐

れ
の
あ
る
区
域
で
化
学
物
質
を
取
り
扱

う
場
合
、
特
別
な
配
慮
を
払
う
「
地
下

水
質
保
全
指
針
」
を
制
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
指
針
の
実
効
性
を
高
め
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る
た
め
、
地
下
水
保
全
に
関
す
る
条
例

や
要
綱
な
ど
の
制
定
や
改
正
を
進
め
ま

す
。

　

市
で
は
、
今
回
提
出
さ
れ
た
計
画
案
を

広
く
公
開
し
、
九
月
十
六
日
ま
で
意
見
や

提
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
公
開
場
所
や

応
募
方
法
は
左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
出

さ
れ
た
意
見
な
ど
を
参
考
に
、
十
二
月
末

を
め
ど
に
「
大
野
市
地
下
水
保
全
管
理
計

画
」
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
３
）

今
後
の
対
応

9月16日まで

  あなたの意見・提案募集
　今回提出された計画案の全文を、次の場所で

公開しています。

　大野の地下水を将来にわたり保全していくた

め、皆さんの意見や提案を募集します。

計画案の公開場所　生活環境課、各公民館

　※市のホームページでも公開

　　http://www.city.ono.fukui.jp/

応募方法　各公開場所に備え付けまたはホーム

　ページからダウンロードした「意見募集用紙」

　を使用し、投書箱に入れるか封書で送付、フ

　ァクスまたはＥメールで

応募締切日　9月16日㊎
応募・問合せ先　生活環境課環境保全係

　〒912－8666　大野市天神町1－1

　（☎66・1111内線463　665・8371）

　Ｅメール　seikatu6@city.ono.fukui.jp

保全活動への補助活用ください　

地下水再利用施設等設置促進
対象　市内の地下水採取事業所
内容　①地下水の循環再利用施設の設置
　　　②節水型機器への改造施設の設置
　　　③水量測定器の設置（地下水保全条例で
　　　　設置を義務付けられたもの）
助成　対象経費の3分の1（①②は400万円、③
　　　は10万円が上限）

地下水保全活動助成
対象　市民または市民で組織する団体、地下水
　　　保全条例で規定する抑制地域内の事業所
内容　①地下水と地下水かん養地域での、表流
　　　　水の調査研究や保全のための啓発活動
　　　②地下水の合理的利用または節水のため
　　　　の施設整備
　　　③その他市長が認定した事業
助成　対象経費の2分の1（①は10万円、②は50
　　　万円、③はソフト事業10万円、ハード事
　　　業なら50万円が上限）

～地下水保全条例（抜粋）～
第１条　この条例は、冬期において地下水の水位
が著しく低下し市民生活に支障をきたしている
ことにかんがみ、これを防止し、地下水を保全
するため必要な事項を定め、もって市民の生活
用水を確保することを目的とする。
第２条　この条例において、次の各号に掲げる用
語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところ
による。
　（１）地下水採取者　抑制地域内において揚水
　　　施設を用いて地下水を採取する者
　（２）抑制地域　地下水の低下により市民生活
　　　に支障を及ぼすおそれがあるため地下水
　　　使用の抑制を図る地域で、規則にさだめ
　　　る地域

第９条　地下水採取者は、規則で定めるところに
より、水量測定器を設置し、毎月の採取量を市
長に報告しなければならない。



　

六
十
五
歳
以
上
で
合
計
所
得
金
額
が

一
千
万
円
以
下
の
人
に
適
用
さ
れ
て
い

た
老
年
者
控
除
（
四
十
八
万
円
）
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。

　

六
十
五
歳
以
上
で
合
計
所
得
金
額
が

百
二
十
五
万
円
以
下
の
人
は
、
十
七
年

度
ま
で
は
市
・
県
民
税
が
掛
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

（６） 2005.9  広報おおの

　

六
十
五
歳
以
上
で
年
金
収
入
が
あ
る

人
は
、
今
ま
で
百
四
十
万
円
の
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
十
八
年
度
か
ら

は
そ
の
額
が
百
二
十
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

本
来
掛
か
る
税
額
か
ら
市
・
県
民
税

で
一
律
十
五
㌫
、
最
高
で
四
万
円
を
減

税
す
る
定
率
減
税
の
率
が
、
十
八
年
度

か
ら
は
七
・
五
㌫
、
最
高
二
万
円
に
縮

減
さ
れ
ま
す
。

　

夫
婦
と
も
に
収
入
が
あ
り
、
市
・
県

民
税
の
均
等
割
（
四
千
円
）
が
掛
か
る

場
合
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
妻
は
半
額

（
二
千
円
）
で
し
た
が
、
十
八
年
度
か

ら
は
全
額
（
夫
婦
と
も
四
千
円
）
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

税
務
課
市
民
税
係
（
☎
66
・

　

１
１
１
１
内
線
４
２
４
）

　

十
八
年
度
か
ら
は
、
こ
の
非
課
税
措

置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
十
七

年
一
月
一
日
現
在
で
六
十
五
歳
以
上
の

人
に
は
次
の
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

● 

老
年
者
控
除
の
廃
止

● 

定
率
減
税
の
縮
減

　

税
金
マ
メ
知
識

 　

個
人
個
人
に
掛
か
る
税
額
は
、
二
段

階
の
計
算
を
経
て
、
残
っ
た
金
額
に
対

し
て
税
率
を
掛
け
て
計
算
し
ま
す
。

（
第
一
段
階
）

　

個
人
が
得
た
収
入
か
ら
そ
れ
を
得
る
た

め
に
掛
か
っ
た
経
費
を
差
し
引
く

※
個
人
の
収
入
ー
経
費
＝
個
人
の
所
得

　

こ
の
個
人
の
所
得
を
合
計
し
た
も
の
を

「
合
計
所
得
金
額
」
と
い
い
ま
す

（
第
二
段
階
）

　

合
計
所
得
金
額
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
所
得

控
除（
基
礎
控
除
や
老
年
者
控
除
な
ど
）

を
差
し
引
い
て
残
っ
た
額
に
対
し
て
、

税
率
を
掛
け
て
税
額
を
決
定

※
合
計
所
得
金
額
ー
所
得
控
除
＝
課
税
対

象
分
（
課
税
対
象
分
×
税
率
＝
税
額
）

定
率
減
税　

　

平
成
十
一
年
度
か
ら
景
気
の
回
復
を
目

的
に
導
入
さ
れ
た
減
税
策
。
所
得
税
で

税
額
の
二
○
㌫
（
最
高
二
十
五
万
円
）、

住
民
税
で
十
五
㌫
（
最
高
四
万
円
）
を

減
税
す
る
も
の

均
等
割
・
所
得
割　

　

均
等
割
は
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人

に
、
定
額
の
税
金
を
広
く
浅
く
負
担
し

て
も
ら
う
も
の
。
所
得
割
は
収
入
金
額

の
大
小
に
応
じ
た
税
額
を
負
担
し
て
も

ら
う
も
の

● 

老
年
者
の

 　

非
課
税
措
置
の
段
階
的
廃
止

● 

公
的
年
金
収
入
が
あ
る

　
　

 

老
年
者
の
控
除
額
の
変
更

● 

均
等
割
の
掛
か
る
夫
婦
の
妻
に

　

 

対
す
る
均
等
割
非
課
税
の
廃
止

　

国
で
は
、
持
続
的
な
経
済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
、

三
位
一
体
改
革
の
一
環
と
し
て
、
個
人
所
得
課
税
の
抜

本
的
見
直
し
を
国
・
地
方
を
通
じ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
に
変
更
さ
れ
る
市
・
県
民
税
の
計
算

方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す

　

老
年
者
控
除
の
廃
止
・
定
率
減
税
の
縮
減
な
ど

課
税
対
象
分

　
　

 

課
税
対
象
分

48万円

（改正後）　　　　　（改正前）

課税対象分（合計所得金額
ー所得控除）×税率＝税額

18年度以降の経過措置（納付する額・割合）
※平成17年1月1日現在65歳以上の人のみ

区分 18年度 19年度 20年度以降

市民税
均等割　1000円 均等割　2000円 均等割　3000円

所得割　本来の 
　　　　3分の1

所得割　本来の 
　　　　3分の2 所得割　　全額

県民税
均等割　300円 均等割　600円 均等割　1000円

所得割　本来の 
　　　　3分の1

所得割　本来の 
　　　　3分の2 所得割　　全額



ヒ ン ト
平成12年国勢調査では　
828,944人でした

あなた
の調査

票には

つまっています。
日本の大切な未来が
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査
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。

Ｑ　

答
え
た
く
な
い
の
で
す
が
？

　
　

調
査
票
の
未
提
出
や
未
記
入
が
多
く

　

な
る
と
、
誤
っ
た
統
計
に
な
っ
て
し
ま

　

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
防
ぐ
た
め
「
統

　

計
法
」
と
「
国
勢
調
査
令
」
と
い
う
法

　

律
で
申
告
義
務
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
国
勢
調
査
に
参
加
す
る
こ
と

　

は
義
務
の
一
つ
な
の
で
す
。

Ｑ　

個
人
情
報
は
大
丈
夫
な
の
？

　
　

調
査
に
従
事
す
る
者
が
、
調
査
の
結

　

果
を
他
人
に
漏
ら
し
た
り
統
計
を
作
る

　

目
的
以
外
に
使
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

　

法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
回

　

収
さ
れ
た
調
査
票
は
、
外
部
の
人
の
目

　

に
触
れ
な
い
よ
う
厳
重
に
保
管
し
、
集

　

計
後
は
す
べ
て
溶
か
し
て
処
分
し
ま
す
。

　

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
九
月
二
十

日
㊋
か
ら
十
月
十
日
㊊
、
午
前
九
時
か
ら

午
後
八
時
（
土
日
、
祝
日
は
午
後
六
時
）

で
す
。
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

情
報
広
報
課
情
報
管
理
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
４
４
）

　

今
年
は
、
五
年
に
一
度
実
施
さ
れ
る
「
国
勢
調
査
」

の
年
で
す
。
今
月
下
旬
に
は
調
査
員
が
調
査
票
へ
の
記

入
を
お
願
い
に
、
ご
自
宅
に
伺
い
ま
す
。
そ
ん
な
国
勢

調
査
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ
で
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ　

国
勢
調
査
っ
て
何
？

　
　

国
内
の
人
口
、
世
帯
、
就
業
者
か
ら

　

み
た
産
業
構
造
な
ど
の
状
況
を
地
域
別

　

に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。
都
市
計

　

画
や
社
会
福
祉
政
策
、
防
災
計
画
な
ど

　

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

だ
れ
が
対
象
な
の
？

　
　

国
勢
調
査
は
、
住
民
票
な
ど
の
届
け

　

出
に
関
係
な
く
、
平
成
十
七
年
十
月
一

　

日
現
在
、
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
す

　

べ
て
の
人
が
対
象
で
す
。
ま
た
、
住
ん

　

で
い
る
場
所
で
調
査
に
答
え
ま
す
。

Ｑ　

ど
ん
な
こ
と
答
え
る
の
？

　
　

世
帯
員
数
や
世
帯
員
一
人
ひ
と
り
の

　

男
女
の
別
、
出
生
年
月
日
、
就
業
状
況

　

や
通
勤
・
通
学
地
な
ど
、
全
部
で
十
七

　

の
調
査
項
目
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

調
査
の
方
法
は
？

　
　

九
月
下
旬
に
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
自

　

宅
に
調
査
票
を
お
持
ち
し
ま
す
。「
記

　

入
の
仕
方
」
を
よ
く
読
み
、
調
査
票
に

　

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
十
月
上
旬
に
調

平成17年国勢調査　福井県人口予想懸賞クイズ
問　　題　「平成17年10月1日に行われる国勢調査による福井県の人口は、何人でしょうか？」
賞　　品　１等　芦原温泉ペア宿泊券（1人）　2等　越前ガニ（2人）
　　　　　３等　若狭ふぐセット（3人）　残念賞　県特産品（20人）
応募資格　県内在住の人
応募方法　はがきまたはＥメールで（応募は1人1点限り）
　　　　　※答え、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を明記
応募締切日　9月30日㊎（当日消印有効。Ｅメールの場合は午後12時受信分まで有効）
当選発表　12月下旬までに本人に通知
応募・問合せ先　平成17年国勢調査福井県実施本部（県情報政策課内　☎0776・20・0273）
　　　　　　　　〒910－8580　福井市大手3丁目17－1　Ｅメール　kokuchou@pref.fukui.lg.jp



　

尺
八　

福
田
清
次
、
二
世　
佐
藤
錦
水

　

鳴
物　

美
波
駒
和
美
、
山
田
鶴
太
助

　

お
は
や
し　

西
田
和
美
、
西
田
和
子

問
合
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室

　

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
６
）
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「
民
謡
・
民
舞
の
祭
典
」
は
毎
年
、
千

人
以
上
が
出
演
す
る
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト

で
、
今
回
も
県
外
か
ら
約
六
百
九
十
人
、

県
内
か
ら
約
百
七
十
人
、
そ
し
て
市
内
か

ら
約
二
百
人
が
出
演
し
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
大
野
高
校
生
二
十

八
人
で
結
成
す
る「
大

だ
い
こ
う
ん
ち
ゅ

高
人
」に
よ
る「
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
し
っ
ち
ょ
い
な
」
。
続
い

て
市
民
約
百
八
十
人
に
よ
る「
御
前
踊
り
」

と
「
大
野
音
頭
」
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

す
。

　

第
一
部
は
「
越
前
、
若
狭
の
唄う

た

と
踊
り
」

と
題
し
て
、
県
内
十
団
体
が
出
演
。
続
く

第
二
部
で
は
「
ふ
る
さ
と
自
慢　

北
か
ら

南
か
ら
」
と
題
し
、
全
国
各
地
か
ら
三
十

五
団
体
が
唄
や
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

　

第
三
部
「
日
本
の
粋
」
は
、
ゲ
ス
ト
十

三
人
が
華
麗
な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
。
そ
し

て
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
古
く
か
ら
伝
わ
る

「
し
っ
ち
ょ
い
な
節
」
を
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

同
様
、
大
勢
の
市
民
が
唄
い
踊
り
ま
す
。

日
時　

十
月
二
十
三
日
㊐

　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
三
十
分

会
場　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
ア
リ
ー
ナ

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す

ゲ
ス
ト
出
演
者

　

歌
手　

小
野
花
子
、
鈴
木
正
夫
、
白
井

　
　

幸
子
、
八
木
沢
栄
久
、
古
田
佳
子

　

三
味
線　

高
橋
祐
次
郎
、
筑
波
貢
裕

八木沢栄久

第
20
回
国
民
文
化
祭
・
ふ
く
い
２
０
０
５白井幸子 鈴木正夫 小野花子

応募資格　奥越２市１村に在住または在勤の人
応募方法　任意の用紙に、施設の愛称（ふりがな）、
　愛称の説明、応募者の氏名（ふりがな）、住所、年齢、
　電話番号を記入し、持参、送付、ファクス、Ｅメ
　ールで
※応募数に制限はありません。２つの施設どちらか
　１つだけでも応募できます
※応募各１点につき、用紙１枚かＥメール１通を使
　用ください
応募締切日　11月11日㊎
審査・賞　両市の助役と関係課長で構成する推進委
　員会で選考。愛称が採用された応募者には記念品
　を贈呈（該当者多数の場合は抽選）
その他　採用した愛称に関する一切の権利は、広域
　事務組合に帰属するものとします。名称の一部を
　修正して採用する場合があります

　平成18年３月に完成予定の「ごみ処理施設」と「埋め立て処分地」について、
市民に親しまれる身近な施設として利用していただくため、その愛称を募集します。

応募・問合せ先　大野・勝山地区広域行政事務組合（☎66・6690　666・6691）
　〒912－0084　大野市天神町1－19　Ｅメール：okuetsu@bb.cocone.jp

施設の概要
◇ごみ処理施設（大野市南新在家）
　可燃ごみを処理する焼却処理施設と資源ごみなど
を処理するリサイクルプラザで構成し、リサイクル
などの学習体験ができる施設
・焼却処理施設
　　炉形式：流動床式ガス化溶融炉
　　処理能力：84㌧／日
・リサイクルプラザ
　　処理能力　資源ごみ：21㌧／日
　　　　　　　不燃ごみ・粗大ごみ：10㌧／日
◇埋め立て処分地（勝山市平泉寺町岩ケ野）
　ごみ処理施設から出る灰や陶磁器のくずなどを埋
め立て処分する施設で、25,000立方㍍の容量を持つ
埋め立て地と、１日30立方㍍の処理能力をもつ水処
理設備を整備

広域ごみ処理施設の愛称募集
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　今月は美術大学を卒業後、グラフィックデザ
インや美術にかかわる土地を訪ねた随筆を発表
している筆者が、取り上げた絵のほぼすべてを
実際にみて解説している本を紹介します。
　名画の一部分を原寸大に再現し、その見どこ
ろを解説した本で、33枚の絵が本の1ページま
たは見開きページいっぱいに描かれています。
画家の絵筆の跡や絵の具の盛り上がり、擦れな
どが細かい部分まで見てとれ、絵の本当の大き
さがわかるようにと、対比する人物の大きさを
描く工夫がされています。
　絵の近くに顔を寄せて見ている、そんな気分
になれる本です。

　

新

着

図

書

【
一
般
小
説
】

絶
海
に
あ
ら
ず
上
・
下
（
北
方
謙
三
）

赤
絵
の
桜
（
山
本
一
力
）
世
界
中
が
雨

だ
っ
た
ら
（
市
川
拓
司
）
乱
調
（
藤
田

宜
永
）
十
三
人
の
戦
鬼
（
鳥
羽
亮
）
死

神
の
精
度
（
伊
坂
幸
太
郎
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

加
賀
・
越
前
と
美
濃
街
道
（
吉
川
弘
文

館
）
そ
の
人
、
独
身
？
（
酒
井
順
子
）

女
性
と
男
性
の
更
年
期
Ｑ
＆
Ａ
（
後
山

尚
久
）「
で
き
る
人
」
の
極
意
！
（
齋

藤
孝
）
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
入
門
（
カ
ー
ル

・
オ
ノ
レ
イ
）

【
児
童
図
書
】

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
（
那
須
正
幹
）
魔
女
・

モ
ナ
の
物
語
（
山
元
加
津
子
）
中
学
生

か
ら
の
職
人
塾
（
伊
藤
健
男
）
あ
な
た

の
た
い
せ
つ
な
も
の
は
な
ん
で
す
か
？

（
山
本
敏
晴
）
リ
ン
ゴ
ち
ゃ
ん
と
の
ろ

い
さ
ん
（
角
野
栄
子
）

【
絵
本
】

ク
モ
（
今
森
光
彦
）
パ
ー
テ
ィ
が
は
じ

ま
る
よ
（
ひ
だ
き
ょ
う
こ
）
う
た
う
し

じ
み
（
児
島
な
お
み
）
ゆ
う
れ
い
と
な

き
む
し
（
せ
な
け
い
こ
）
き
ん
ぎ
ょ
の

お
う
ち
（
高
部
晴
市
）
い
た
ず
ら
で
ん

し
ゃ
（
ハ
ー
デ
ィ
・
グ
ラ
マ
ト
キ
ー
）

　

そ
の
他
、四
百
十
四
冊
入
り
ま
し
た
。

九
カ
月
後　

せ
き
や
息
切
れ
が
改
善
す

　

る
一
年
後　

虚
血
性
心
疾
患
（
狭
心
症
や

　

心
筋
梗
塞
）
の
危
険
性
が
半
減
す
る

五
年
後　

肺
が
ん
の
危
険
性
が
半
減
す

　

る
十
〜
十
五
年
後　

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に

　

か
か
る
危
険
性
が
た
ば
こ
を
吸
わ
な

　

い
人
と
同
じ
に
な
る

　

そ
の
ほ
か
に
も
顔
色
や
胃
の
調
子
が

良
く
な
る
、
声
が
よ
く
出
る
、
た
ば
こ

に
よ
る
火
災
の
心
配
が
減
る
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
長
年
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る

人
で
も
、
禁
煙
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。今
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

禁
煙
の
効
果
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　健康おおの21
　今月のキャッチフレーズ

　「タバコやめて　ご飯おい
　しく　からだは健康」

禁
煙
の
効
果
を
実
感
し
て

　

喫
煙
の
害
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
禁

煙
し
た
場
合
の
効
果
を
紹
介
。
禁
煙
は

始
め
た
直
後
か
ら
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

開
始
直
後　

周
囲
の
人
を
た
ば
こ
の
煙

　

で
汚
染
す
る
心
配
が
な
く
な
る

二
十
分
後　

も
と
も
と
生
活
習
慣
病
な

　

ど
の
病
気
が
な
い
人
は
、
血
圧
と
脈

　

が
正
常
値
に
下
が
る

八
時
間
後　

血
中
の
酸
素
濃
度
が
上
が

　

る
一
日
後　

心
臓
発
作
の
危
険
性
が
減
る

二
日
後　

味
覚
や
嗅
覚
が
良
く
な
る

三
日
後　

ニ
コ
チ
ン
が
体
内
か
ら
完
全

　

に
消
え
る

二
〜
三
週
間
後　

肺
の
機
能
が
三
○
㌫

　

ア
ッ
プ
す
る

結城昌子著　小学館刊

『原寸美術館』
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十
月
二
十
二
日
か
ら
十
一
月
三

日
に
か
け
て
開
か
れ
る
「
国
民
文

化
祭
・
ふ
く
い
２
０
０
５
」
。
当

市
で
は
十
月
二
十
三
日
と
二
十
九

日
に
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
ア
リ
ー

ナ
で
「
民
謡
・
民
舞
の
祭
典
」
と

　
「
ぎ
ゅ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ　

ｉ
ｎ　

Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

「
大
高
人
」
は
、
民
謡
・
民
舞

の
祭
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
踊

り
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
集
ま
っ
た

グ
ル
ー
プ
で
す
。
大
野
高
校
の
一

・
二
年
生
二
十
八
人
で
七
月
に
結

成
。
メ
ン
バ
ー
全
員
が
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
踊
り
は
初
体
験
で
す
。

　

「
高
校
生
活
の
思
い
出
づ
く
り

に
参
加
し
ま
し
た
。
め
っ
た
に
な

い
機
会
な
の
で
、
み
ん
な
で
楽
し

み
な
が
ら
、
一
つ
の
も
の
を
作
り

上
げ
る
充
実
感
を
味
わ
い
た
い
で

す
」
と
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
前
田

の
ぞ
み
さ
ん
。
ま
ず
は
全
員
で
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
の
ビ
デ
オ
を
見
な

が
ら
、
踊
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

ま
せ
た
そ
う
で
す
。

　

練
習
は
週
一
回
、
有
終
会
館
で

一
時
間
程
度
。
四
分
間
の
振
り
を

何
度
も
繰
り
返
し
、
一
つ
一
つ
の

動
き
を
覚
え
て
い
き
ま
す
。

　

振
り
付
け
は
、
福
井
市
で
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
チ
ー
ム
を
指
導
す
る

藤
山
郁
代
さ
ん
が
担
当
。
お
お
の

城
ま
つ
り
で
踊
り
継
が
れ
る
「
し

っ
ち
ょ
い
な
節
」
を
現
代
風
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
音
楽
に
合
わ
せ
、
華

や
か
で
躍
動
感
の
あ
る
踊
り
に
仕

上
げ
ま
し
た
。
「
踊
り
手
一
人
ひ

と
り
が
ス
テ
ー
ジ
で
輝
け
る
場
面

を
作
る
よ
う
に
意
識
し
ま
し
た
。

踊
り
の
う
ま
い
へ
た
よ
り
も
、
心

か
ら
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
表
情

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
指
導
に
熱
が
入
り
ま
す
。

　

「
思
っ
た
よ
り
も
振
り
が
難
し

く
て
、
全
部
覚
え
る
の
は
大
変
。

で
も
一
つ
一
つ
の
ポ
ー
ズ
が
決
ま

る
と
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
を
や
っ

て
い
る
と
実
感
で
き
て
気
持
ち
い

い
」
「
藤
山
先
生
が
元
気
で
面
白

い
か
ら
、
教
え
て
も
ら
う
の
が
楽

し
い
。
普
段
は
や
ら
な
い
よ
う
な

動
き
が
多
く
て
新
鮮
」
と
メ
ン
バ

ー
の
皆
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
踊
り
に
「
し
っ
ち
ょ

い
な
節
」
の
動
き
を
加
え
た
り
、

隊
形
を
整
え
た
り
し
な
が
ら
、
本

番
に
向
け
て
さ
ら
に
練
習
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

　

「
本
番
で
は
練
習
し
て
き
た
こ

と
を
全
部
出
し
切
っ
て
完
全
燃
焼

し
た
い
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
大

勢
の
人
た
ち
に
、
二
十
八
人
全
員

が
一
つ
に
な
っ
て
か
っ
こ
よ
く
踊

る
姿
を
見
せ
た
い
で
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（10）

市
民
の
ペ
ー
ジ

●
あ
な
た
も
紙
面
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
す
る
人
は
、
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で

　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１
（
内
線
４
４
１
）

国
文
祭
で
Ｙヨ

サ

コ

イ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
披
露

大
だいこうんちゅ

高人
グループ名は、沖縄の方言
をヒントに考えました。



2005.9  広報おおの

い
き
い
き
大
野
っ
子

は
っ

す

る

キ
ッ

ズ

（11）

　

「
第
二
十
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
」
が
七
月
三
十
一

日
、
東
京
・
両
国
国
技
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
全
国

各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
約
四
百
二
十
人
の
児
童
が
参
加
。

当
市
か
ら
は
四̃

六
年
生
の
各
部
門
に
三
人
が
出
場
し
、
全
国

の
強
豪
を
相
手
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　福井県ゆかりの日展作家４人による日本画のグ
ループ展が、福井市の風の森ギャラリーで７月に
開かれました。その出展作家の１人、当市出身の
西貴子さんに、日本画の魅力や作品への思いを語
ってもらいました。

　　　日本画を描くようになったきっかけは
　小さいころから絵が好きで、母と一緒によく美
術館へ行っていました。その美術館で日本画に出
合い、自分もこんな絵を描いてみたいと思うよう
になりました。
　　　どんなところに魅力を感じますか
　色の美しさです。日本画で使う岩絵の具は、透
明感のある、混じり気のない色を出せるところが

特徴だと思います。下の色がかすかに見えながら
重なっていくので、表面に繊細で微妙な色合いが
浮かび上がります。その風合いに日本画の魅力を
感じます。
　　　西さんの作品は、植物をモチーフ（題材）
にしたものが多いようですが
　大野で自然に囲まれて育ったせいか、子供のこ
ろから草花が大好きなんです。高校生のころから
花とか実のなる木をよく描いていました。人物や
動物よりも、草木の葉の付き方や枝の動きとか、
そちらの方に気を引かれます。
　　　独特の淡い色調も特徴的ですね
　一度のせた白色を水を含んだ布でこすります。
周りの空気感が伝わればと思っています。
　　　次の作品は
　秋の日展に向けて
ブドウをモチーフに
構想を練っている最
中です。ブドウ園の
雰囲気が伝わる作品
にしたいです。
　　　今後の目標は
　もっと多くの人に
見てもらえるよう、
発表の場を増やせれ
ばと思っています。

西　貴子さん（31歳・大阪府）

淡
い
色
調
で
「
周
り
の
空
気
感
」
伝
わ
れ
ば

こ ん に ち は

西川竜也さん
下庄小学校４年

　

こ
れ
ま
で
出
場
し
た
大
会
よ
り

会
場
が
大
き
か
っ
た
し
、
人
も
多

く
て
緊
張
し
ま
し
た
。
初
め
て
の

全
国
大
会
で
、
目
標
に
し
て
い
た

一
勝
が
で
き
た
か
ら
よ
か
っ
た
で

す
。
来
年
も
全
国
大
会
に
出
場
し

て
、
今
回
以
上
の
成
績
を
出
せ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

「アザミ」

西川翔太さん
下庄小学校６年

　

三
年
連
続
で
全
国
大
会
に
出
場

で
き
た
し
、
毎
年
一
勝
以
上
で
き

た
か
ら
満
足
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
大
会
で
は
、
百
㌔
以
上
の
相
手

と
も
十
分
に
渡
り
合
え
た
こ
と
が

自
信
に
な
り
ま
し
た
。
中
学
で
も

相
撲
を
続
け
て
全
国
レ
ベ
ル
の
選

手
に
な
り
た
い
で
す
。

乾　力斗さん
有終西小学校５年

　

全
国
大
会
の
相
手
は
、
強
く
て

う
ま
か
っ
た
で
す
。
初
戦
で
負
け

て
し
ま
っ
た
け
ど
、
練
習
し
た
こ

と
は
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
わ

し
が
取
れ
て
い
れ
ば
も
っ
と
粘
れ

た
ん
だ
け
ど
…
。
来
年
も
全
国
大

会
に
出
て
、
次
回
こ
そ
は
一
勝
を

目
指
し
ま
す
。



第39回総合文化祭の作品募集

日
時　

９
月
25
日
㊐
午
前
９
時
〜

　

10
時
30
分
（
子
宮
・
乳
が
ん
検

　

診
は
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30

　

分
）

場
所　

有
終
会
館

内
容　

生
活
習
慣
病
健
診
▼
胃
・

　

大
腸
・
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

そ
の
他　

各
健
診
の
問
診
票
を
、

　

当
日
必
ず
持
参
く
だ
さ
い

※
問
診
票
が
な
い
場
合
は
、
９
月

　

22
日
㊍
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い

申
込
・
問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課

　
（
☎
65
・
７
３
３
３
）

　

午
〜
午
後
４
時

作
品
搬
出
日
時　

11
月
３
日
㊍
午

　

後
４
時
〜
６
時

申
込
・
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

　

文
化
振
興
室
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
５
４
６
）

●
市
営
住
宅
（
西
里
団
地
）

　

規
格　

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

　

募
集
戸
数　

２
戸

　

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
以
内

　
　

で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

　

家
賃　

月
額
６
６
０
０
円
〜
１

　
　

万
９
０
０
円

　

申
込
締
切
日　

９
月
22
日
㊍

●
東
二
番
・
西
二
番
町
家
住
宅

　

規
格　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

募
集
戸
数　

３
戸

　

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
を
満

　
　

た
し
て
い
る
人
で
、
同
居
の

　
　

親
族
を
有
す
る
こ
と

　

家
賃　

月
額
５
万
１
４
０
０
円

　
　

〜
６
万
５
０
０
０
円

　

申
込
締
切
日　

９
月
12
日
㊊

申
込
・
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課

　

住
宅
緑
地
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
３
５
３
）

お
知
ら
せ

●
大
野
市
役
所
・
大
野
市
教
育
委
員
会　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１

　

住
所　

〒
９
１
２
―
８
６
６
６　

福
井
県
大
野
市
天
神
町
１
―
１

●
試
験

　

日
程　

11
月
16
日
㊌

　

場
所　

嶺
北
会
場
＝
福
井
市
民

　
　

福
祉
会
館
、
嶺
南
会
場
＝
敦

　
　

賀
短
期
大
学

　

受
験
料　

４
０
０
０
円

●
事
前
講
習
会

　

日
程　

嶺
北
会
場
＝
11
月
２
日
㊌

　
　

嶺
南
会
場
＝
11
月
４
日
㊎

　

受
講
料　

３
０
０
０
円

申
込
受
付
期
間　

試
験
、
講
習
会

　

い
ず
れ
の
場
合
も
９
月
16
日
㊎

　

〜
30
日
㊎

そ
の
他　

試
験
免
除
制
度
あ
り

申
込
・
問
合
せ
先　

下
水
道
課
管

　

理
普
及
係
（
☎
66
・
１
１
１
１

　

内
線
２
９
３
）

日
時　

10
月
23
日
㊐
午
前
10
時
〜

場
所　

大
野
地
区
消
防
本
部

種
類　

乙
種
４
類
・
丙
種

必
要
書
類　

▼
受
験
願
書
（
大
野

　

地
区
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
）

　

▼
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無

　

帽
の
写
真
１
枚
▼
試
験
手
数
料

　

の
払
込
受
付
証
明
書
（
所
定
の

　

も
の
）

受
験
料　

乙
種
４
類
＝
３
４
０
０

　

円
・
丙
種
＝
２
７
０
０
円

申
込
受
付
期
間　

９
月
５
日
㊊
〜

　

12
日
㊊
（
土
・
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
方
法　

書
類
を
直
接
ま
た
は

　

郵
送
で
（
郵
送
の
場
合
は
９
月

　

12
日
の
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先　

（
財
）
消
防

　

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
福
井
県
支

　

部　

〒
９
１
０
ー
０
０
０
３
福

　

井
市
松
本
３
丁
目
16
ー
10
福
井

　

合
同
庁
舎
内
（
☎
０
７
７
６
・

　

21
・
７
０
９
０
）

　

11
月
１
日
㊋
か
ら
３
日
㊍
に
か

け
、
有
終
会
館
や
文
化
会
館
を
会

場
に
、
市
総
合
文
化
祭
展
示
部
門

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
出
品
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

部
門　

絵
画
・
書
道
・
写
真
・
彫

　

塑
工
芸
・
生
け
花
・
盆
栽
な
ど

作
品
規
格
・
出
品
数　

自
由

申
込
方
法　

文
化
振
興
室
か
各
公

　

民
館
に
あ
る
出
品
申
込
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
提
出

申
込
締
切
日　

９
月
30
日
㊎

作
品
搬
入
日
時　

10
月
31
日
㊊
正

保
健
衛
生
課

利
用
く
だ
さ
い
休
日
健
診
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都
市
整
備
課

市
営
住
宅
と
町
家
住
宅

　
　
　

入
居
者
を
募
集

下
水
道
課

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

　
　
　

試
験
と
事
前
講
習
会

　　　　　　　市民と行政との協働地域
づくり研究塾　「大野明倫館」では、七間
朝市を盛り上げるため、七間通りに野菜
などの委託販売所を試験的に開設しま
す。この販売所に、野菜や加工品を出品
してくださる人を募集します。
開設日時　10月29日㊏午後4時～6時▼10月
　30日㊐午前8時～10時▼11月12日㊏午後
　4時～6時▼11月13日㊐午前8時～10時
資格　市内で野菜を栽培、加工している人
募集物　ダイコン、ハクサイ、サトイモ
　などの朝採り秋野菜と農産加工品
委託手数料　売上金の1割程度
募集締切日　9月15日㊍
その他　売り子も募集しています
申込・問合せ先　教育委員会社会教育課
　（☎66・1111内線542）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

危
険
物
取
扱
者
の
試
験

七間で野菜の委託販売
出 品 者 募 集



　

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
た
め

の
工
事
費
用
を
市
指
定
の
金
融
機

関
か
ら
借
り
入
れ
た
場
合
、
支
払

利
子
を
市
が
助
成
し
ま
す
。

金
融
機
関　

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
、

　

越
前
信
用
金
庫
、
福
井
銀
行
、

　

福
邦
銀
行
、
北
陸
労
働
金
庫
、

　

北
陸
銀
行

対
象
工
事　

水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改

　

造
工
事
、
台
所
の
排
水
を
公
共

　

下
水
道
へ
接
続
す
る
工
事
な
ど

※
新
築
、
内
装
工
事
は
対
象
外

借
入
限
度
額　

２
０
０
万
円

返
済
方
法　

元
利
均
等
に
よ
る
60

　

回
以
内
の
月
賦
返
済

助
成
額　

支
払
利
子
の
全
額

そ
の
他　

融
資
を
受
け
る
に
は
金

　

融
機
関
の
審
査
の
ほ
か
、
市
の

　

定
め
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

　

必
要
と
な
り
ま
す
。
工
事
前
に

　

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先　

下
水
道
課
管
理
普
及

　

係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２

　

９
２
）

　

農
業
用
の
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ

ク
タ
ー
は
軽
自
動
車
と
同
じ
よ
う

に
登
録
し
、
ナ
ン
バ
ー
の
交
付
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

軽
自
動
車
税
も
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
新
し
く
購
入
し
た

り
買
い
替
え
た
り
し
た
人
は
、
市

税
務
課
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
物　

印
鑑
、
車
体
の
形
式

　

が
分
か
る
も
の
、
買
い
替
え
の

　

場
合
は
旧
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

税
額　

年
間
１
０
０
０
円

登
録
・
問
合
せ
先　

税
務
課
納
税

　

係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４

　

２
２
）

　

今
年
に
入
り
、
市
内
の
河
川
で

人
為
的
な
ミ
ス
に
よ
る
水
質
汚
染

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
油
や
薬
品
な
ど
の
危

険
物
が
河
川
に
流
出
す
る
と
回
収

が
難
し
く
、
水
質
の
悪
化
や
悪
臭

の
発
生
な
ど
、
下
流
に
暮
ら
す
人

や
動
植
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
事
業
所
や
家
庭
で
の
危
険
物

の
保
管
や
取
り
扱
い
に
は
、
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
残
っ

た
油
や
薬
品
は
絶
対
に
川
に
流
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
販
売
業
者
な

ど
専
門
家
に
処
分
を
依
頼
し
、
適

正
な
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
環
境
保

　

全
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

４
６
２
）

救
急
車
の
呼
び
方

　

局
番
な
し
の
「
１
１
９
」

◆
場
所
は
詳
し
く
、
目
標
物
を
は

　

っ
き
り
と

◆
事
故
か
急
病
か
、
け
が
人
・
病

　

人
は
何
人
か

こ
ん
な
利
用
は
や
め
ま
し
ょ
う

◆
軽
い
け
が
や
病
気
、
酒
酔
い
な

　

ど
の
安
易
な
利
用

◆
入
院
時
の
タ
ク
シ
ー
代
わ
り

問
合
せ
先　

大
野
地
区
消
防
署

　
（
☎
66
・
０
１
１
９
）

9月9日は救急の日

　国民年金には、一定期間分の保険料
をまとめて納めることができる前納制
度があります。平成17年10月から平
成18年3月までの6カ月分を前納した
場合、次の表のとおり割引されます。

　前納期限は10月31日㊊。口座振替で
の前納を希望する場合は、9月下旬ま
でに社会保険事務所または口座のある
金融機関・郵便局へ申し込みください。
問合せ先　福井社会保険事務所
　　　　　（☎0776・23・1002）

市 民 の う ご き
８月１日現在 前　月　比

世帯数 11,965世帯 －14世帯
人　口 39,107人 －28人

内訳
男 18,642人 －10人
女 20,465人 －18人

７月中
の異動

転入 53人 出生 22人
転出 70人 死亡 33人

国民健康保険

国民年金
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　国民健康保険の新しい保険証を9月
下旬に郵送します。新保険証が届いた
ら現在使用している保険証は処分して
ください。なお、自宅以外への郵送を
希望する場合は事前に連絡ください。
注意：下記の受給者証は破棄しないで
　　　ください
●乳幼児医療受給者証
　対象　3歳未満
　有効期限　3歳到達月の月末
●高齢受給者証
　対象　70歳以上で昭和7年10月1日
　　以降に生まれた人
　有効期限　毎年7月末
●老人医療受給者証
　対象　75歳以上、または昭和7年9
　　月30日以前に生まれた人
　有効期限　資格を喪失するまで
問合せ先　市民課国保年金係
　　　　　（☎66・1111内線457）

生
活
環
境
課

河
川
の
水
質
汚
染
が
多
発

平成大野屋
支店主サミット

●平成大野屋特産朝市
　午前8時～正午
　平成大野屋横
●平成大野屋支店主サミット
　午後1時～6時
　有終会館
問合せ先
商工観光課観光係
　（☎66・1111内線333）

国
民
文
化
祭
・
ふ
く
い
２
０
０
５　
●
民
謡
・
民
舞
の
祭
典
（　
　
㊐
）　

●
ぎ
ゅ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ　

ｉ
ｎ　

Ｏ
Ｎ
Ｏ
（　
　
㊏
）（
会
場
は
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
）

10 23

10 29

下
水
道
課

公
共
下
水
道
排
水
設
備
資
金

　
　
　
　

支
払
利
子
を
助
成

税
務
課

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど

　
　
　
　

必
ず
登
録
を

区分 通常 前納 割引額
現金

81,480円
80,820円 660円

口座 80,550円 930円

9月18日㊐開催



武家屋敷・田村家住宅の調査について報告する
高嶋猛さん（福井大学講師）

2005.9 広報おおの（14）

子どもサマーフェスタ

　阪谷小学校の「ドロリンピック」が、7月16日に開か
れました。全校児童73人が参加し「宝探し」や「しり相
撲」など4種目に挑戦。3人から4人で旗を奪い合う「ド
ロフラッグ」では、旗をめがけて頭から田んぼにダイビ
ングするなど、全身で泥の感触を楽しんでいました。

泥田へダイビング

　市内在住の演奏家デュオ「kiitos（キートス）」の初の
訪問演奏会が、武家屋敷旧内山家で7月24日に開かれま
した。生演奏の魅力を1人でも多くの人に伝えたいと企
画。この日は約40人の親子連れらが、目の前で繰り広げ
られる演奏にうっとりと耳を傾けました。

生演奏の魅力たっぷり

（財）河川環境管理財団河川整備基金助成事業
子ども環境塾「水辺探索隊」（7月24日）

子育て討論会＆講演会
（8月7日）

分子模型製作体験教室
（7月31日）

ジャンボしゃぼん玉づくり
（7月30・31日）

　7月から8月にかけて、子ども・子
育てをテーマとした体験交流イベン
ト「おおの子どもサマーフェスタ」
が市内各地で開かれました。7月24
日の子ども環境塾「水辺探索隊」を
皮切りに、8月7日の「子育て討論会
&講演会」には約300人が参加。6月
から保育園や児童センターなどで行
ってきた子育て討論会の内容に関す
る報告に続き、京都大学名誉教授の
河合雅雄さんが「子どもは自然に学
び、自然に遊ぶ」と題して講演を行
いました。このほかのイベントは、
今月号折り込みの「子ども広報」で
紹介しています。



　「おおのネイチャーフィールド2005」が、7月
16・17日に六呂師高原で、23・24日には麻那姫湖
青少年旅行村で開かれました。昆虫採集や熱気球フ
ライト、魚のつかみ捕りなど多彩なイベントが行わ
れ、大勢の家族連れらが大野の自然を満喫しました。

大野の自然を満喫

　豊かな自然に触れ合い、自然と人との共生について
考えようと、「平家平を愛する会」が8月6日に設立さ
れました。設立総会に合わせて平家平での作業体験も
行われ、会員約30人が自然観察道の草刈りや樹木の
名称を書いた標識の取り付けなどに汗を流しました。

「平家平を愛する会」が設立
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　11月7日の合併に向け、当市と和泉村との「親子
住民交流会」が8月7日に行われました。両市村か
ら約50人が参加。九頭竜ダムや長野発電所を見学
した後、九頭竜国民休養地へ移動し、バーベキュー
や竹とんぼ作りで交流を深めました。

合併へ向け和泉の親子と交流

話題のひろば

「週末自然学校」六呂師高原
「熱気球フライト」
麻那姫湖青少年旅行村



　

平
成
の
大
合
併
は
〜

自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の
思

惑
絡
み
も
あ
っ
て
、
種

々
難
題
や
得
失
を
抱
え

つ
つ
も
進
行
し
て
い
る

現
況
。
当
市
も
和
泉
村

を
編
入
合
併
す
る
と
き
が
、
あ
と
二
カ
月
余
と

近
い
▼
戦
後
の
町
村
合
併
促
進
法
に
よ
り
和
泉

村
は
、
複
雑
な
経
過
が
あ
っ
て
、
昭
和
三
十
一

年
に
ま
ず
上
、
下
の
両
穴
馬
村
ニ
カ
村
が
合
併

し
て
誕
生
し
た
。
の
ち
三
十
三
年
に
は
石
徹
白

村
の
三さ
つ
ら面
、
小こ

谷た
ん

堂ど
う

二
区
を
編
入
し
て
成
立
を

み
た
▼
同
村
は
伝
説
豊
か
な
土
地
柄
で
あ
る
。

ダ
ム
水
没
移
住
前
の
伊
勢
区
に
は
大
き
な
神
社

が
あ
っ
た
。
地
名
か
ら
伊
勢
神
宮
と
の
関
係
が

深
く
発
祥
の
地
と
す
る
伝
承
も
あ
る
。ま
た
昔
、

丹
波
の
国
か
ら
「
お
伊
勢
さ
ん
」
が
移
っ
て
来

た
説
話
も
残
り
、
全
国
か
ら
の
参
拝
で
栄
え
て

い
た
そ
う
な
▼
平
安
期
、
百
人
一
首
で
も
知
ら

れ
る
当
代
の
代
表
的
歌
人
、
和
泉
式
部
も
お
参

り
に
来
た
。
近
く
で
乳
を
搾
っ
た
式
部
田
と
称

す
る
跡
も
あ
り
、
稲
株
を
せ
ん
じ
て
飲
め
ば
乳

の
出
が
よ
い
と
伝
え
る
。
「
和
泉
」
村
名
称
は

そ
の
人
名
に
由
来
す
る
と
も
い
う
▼
合
併
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
自
体
や
付
帯
の
特
例
債
な
ど
は

是
と
す
る
が
「
だ
だ
っ
広
く
な
る
だ
け
だ
、
あ

と
は
お
荷
物
担
ぎ
に
な
る
」
と
の
市
内
の
声
も

聞
こ
え
た
。
一
理
は
わ
か
ら
な
い
で
も
な
い
け

れ
ど
、
も
は
や
偏
狭
気
性
の
思
考
は
論
外
▼
同

村
は
も
と
も
と
地
縁
血
縁
深
い
同
じ
大
野
郡
内

で
は
な
か
っ
た
か
。
合
併
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
が
負
の
面
も
伴
う
。
両
地
域
の
自
然
資
源
や

文
化
遺
産
な
ど
活
用
し
て
、
将
来
プ
ラ
ス
と
す

る
か
は
、
市
政
は
も
ち
ろ
ん
市
民
そ
れ
ぞ
れ
に

懸
か
っ
て
い
る
（
武
藤
）

発
行　
福
井
県
大
野
市　
　
　
　
　
　
　

編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）
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　大野市民の生活に欠かすことので
きない「地下水」。自分自身、子供
のころから水道の蛇口をひねると出
てくる地下水を、当たり前に出てく
るものとして飲んできました。そん
な地下水も有限で、行政、産業界、
市民が連携しながら「地域共有の貴
重な資源」として早急に保全策を
実行すべき時期に来ています。地下
水のありがたさと大切さを今一度考
え、まずは家庭でできる節水と再利
用に取り組みましょう（林）

編集後記

　夏の大野の一大イベント「第38回
おおの城まつり」は8月13日から16
日に開かれ、市内外から約10万人が
参加しました。15日はグラスに入っ
た約1500個のろうそくで、五番通
りを幻想的に照らす「Ｇ

げ ん

ＥＮ」が行
われました。飾られたグラスには、
大野市と和泉村の5歳から小学3年
生までの子供たちが抱く夢が描か
れ、作品を探す家族連れでにぎわい
ました。16日には、踊りや和太鼓総
打ち、みこしの乱舞など、総勢150
人の市民が参加した「踊

よう

・舞
ぶ

・響
きょう

・
乱
らん

」が六間通りで行われ、沿道から
盛んな声援が送られていました。恒
例の「越前おおのおどり」は途中、
雨の影響もありましたが、最終日に
は幾重にも踊りの輪が広がっていま
した。 　市が認定した大野らしい建築物や自然など、将来に残

していきたい景観を紹介します。

㉚

七
間
本
陣
（
元
町
三―

二
十
）

　

新
し
い
建
物
で
す
が
、
色
彩
や
外
観
、
看
板
な
ど

に
配
慮
し
、
周
囲
の
町
並
み
と
の
調
和
を
図
っ
て
い

ま
す
。
二
階
に
並
ん
だ
格
子
窓
が
特
徴
的
で
、
モ
ダ

ン
な
印
象
を
受
け
る
建
物
で
す
。

白
山
神
社
参
道
（
中
野
町
二
丁
目
）

　

下
庄
小
学
校
の
南
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
参
道

の
両
側
に
は
ケ
ヤ
キ
や
ス
ギ
な
ど
の
木
々
が
生
い
茂

り
、
住
宅
地
の
中
に
あ
っ
て
心
地
よ
い
緑
の
景
観
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

表紙のことば


